
2020 夏号 No.13

掲載内容
❸	REPORT／
	 令和元年度 事業報告と決算報告
❹	REPORT／
	 令和２年度 組合基本方針
❿	農業保険のお知らせ／
	 園芸施設共済・収入保険・建物共済
⓭	人事異動

第4回
通常総代会開催

いつでもおいしい
イチゴが食べられるよう
がんばっています！



R e p o r t

《費用》

《収益》
（単位：円）合計 6,469,468,507

保険金 814,538,598

当期剰余金 
－86,230,259

掛金・交付金
2,066,037,908

国等への保険料 375,841,674

支払共済金
(農機具共済満期金含む)

2,444,643,664

家畜診療所運営費 272,093,170
その他事業支出 850,362,571

組合運営費
2,612,757,687

その他業務収入 776,650,075
賦課金 117,077,481

国等からの
受取補助金

1,272,084,570
その他事業収入
1,246,005,548

家畜診療の収入 177,074,327

共済目的 引受数量 共済金額（千円） 農家負担掛金（円） 支払共済金（円）

制　
度

農 作 物 26,779ha 21,491,516 27,984,522 120,037,730
家 畜 69,312頭 10,021,086 231,815,120 646,577,879
果 樹 2,188ha 8,008,178 159,230,383 690,271,362

畑作物 大豆 そば 2,003ha 528,322 11,437,349 64,198,893蚕 繭 92箱
園 芸 施 設 15,894棟 7,144,948 61,813,964 92,443,074
小 計 ― 47,194,050 492,281,338 1,613,528,938

任　
意

建 物 111,505棟 1,319,147,960 692,668,765 691,489,466

農機具 損 害 6,010台 13,456,210 39,288,338 58,154,470
更 新 175台 421,140 64,480,510 764,566

小 計 ― 1,333,025,310 796,437,613 750,408,502
合　　　　計 ― 1,380,219,360 1,288,718,951 2,363,937,440

令和元年度 事業報告と決算報告
令和元年度事業報告並びに

令和2年度事業計画が承認される 第
４
回
通
常
総
代
会
開
催

　
令
和
２
年
６
月
23
日
、
第
４
回
通
常
総
代
会
を
本
所
お
よ
び
各
支

所
を
結
ん
で
ウ
ェ
ブ
会
議
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
総
数
１
９
９
人
中
、
本
人
出
席
10
人
、
書
面
出
席
１
８
７
人
、

合
計
１
９
７
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
長
野
市
の
三
澤
敏
雄
総
代
が
選
任
さ
れ
、
提
出
し
た
14

議
案
に
つ
い
て
慎
重
審
議
し
て
い
た
だ
き
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
代
会
後
の
役
員
互
選
会
に
お
い
て
組
合
長
理
事
に
羽
田
健
一
郎
、

副
組
合
長
理
事
に
小
口
利
幸
、
白
鳥
孝
、
池
田
茂
、
常
務
理
事
に
中

村
光
男
、
代
表
監
事
に
井
原
正
人
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

●
第
１
号
議
案	

令
和
元
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
並
び
に
剰
余
金
処
分
案
及
び
不
足
金
処
理

案
に
つ
い
て

●
第
２
号
議
案	

令
和
２
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

●
第
３
号
議
案	

令
和
２
年
度
事
務
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

●
第
４
号
議
案	

役
員
、顧
問
弁
護
士
、損
害
評
価
会
委
員
、損
害
評
価
員

及
び
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
報
酬
に
つ
い
て

●
第
５
号
議
案	

役
員
退
任
慰
労
金
に
つ
い
て

●
第
６
号
議
案	

余
裕
金
預
け
先
金
融
機
関
に
つ
い
て

●
第
７
号
議
案	

借
入
金
最
高
限
度
額
及
び
借
入
条
件
に
つ
い
て

●
第
８
号
議
案	

理
事
、
監
事
の
選
任
に
つ
い
て

●
第
９
号
議
案	

損
害
評
価
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

●
第
10
号
議
案	

家
畜
診
療
所
運
営
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

●
第
11
号
議
案	

長
野
県
農
業
共
済
組
合
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

●
第
12
号
議
案	

長
野
県
農
業
共
済
組
合
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い

て

●
第
13
号
議
案	

保
管
中
農
産
物
補
償
共
済
の
料
率
（
共
済
掛
金
及
び
事

務
費
賦
課
金
の
単
価
）
及
び
全
国
連
合
会
へ
の
保
険
実

施
に
つ
い
て

●
第
14
号
議
案	

職
員
給
与
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
付
帯
決
議

令
和
２
年
度

長
野
県
農
業
共
済
組
合

役
員
等
表
彰
者
（
敬
称
略
）

　
農
業
共
済
制
度
の
普
及

と
組
合
員
の
指
導
に
尽
力

さ
れ
、
特
に
顕
著
な
活
動

を
し
、
本
年
度
組
合
長
表

彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お

り
で
す
。

松 

本 

市	

太
田　
清
晴

	

前
理
事

塩 

尻 

市	

笠
原　
兵
紀

	

前
理
事

坂 

城 

町	

山
村　
　
弘

	

前
理
事

千 

曲 

市	

荒
井　
照
雄

	

前
総
代

佐 

久 

市	

秋
山　
正
勝

	

前
損
害
評
価
会
委
員

佐 

久 

市	

大
井　
國
雄

	

前
損
害
評
価
会
委
員

佐 

久 

市	

小
林　
和
俊

	

前
損
害
評
価
会
委
員

佐 

久 

市	

吉
澤　
幹
雄

	

前
損
害
評
価
会
委
員

宮 

田 

村	

清
水　
重
宏

	

前
損
害
評
価
会
委
員

木 

曽 

町	

大
久
保
喜
代
文

	

前
損
害
評
価
会
委
員

松 

本 

市	

二
木　
親
志

	

前
損
害
評
価
会
委
員

松 

本 

市	

高
山　
純
一

	

前
損
害
評
価
会
委
員

池 

田 

町	

横
山　
嘉
道

	

前
損
害
評
価
会
委
員

長 

野 

市	

下
条　
　
至

	

前
損
害
評
価
会
委
員

長 

野 

市	

越
川　
悟
志

	

前
損
害
評
価
会
委
員

野
沢
温
泉
村	

井
川　
一
徳

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長 

野 

市	

和
田　
久
男

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長 

野 

市	

依
田　
充
弘

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長 

野 

市	

竹
下　
　
茂

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

収入保険 加入経営体数 補償額（千円） 保険金額（千円） 補塡対象金額（千円）
合　　計 855件 10,559,673 9,462,397 1,097,276

井
上 

弘
之（
常
務
理
事
）

山
村 　
弘（
理
事
）

坂
下 

隆
行（
理
事
）

今
井 　
敦（
理
事
）

宮
坂 

房
雄（
理
事
）

片
桐 

孝
明（
理
事
）

小
池 

正
充（
理
事
）

仲
田 

俊
史（
理
事
）

太
田 

清
晴（
理
事
）

笠
原 

兵
紀（
理
事
）

松
永 

晋
一（
理
事
）

西
原 

瀧
雄（
理
事
）

山
浦 

貞
雄（
理
事
）

越　

 

吉
廣（
代
表
監
事
）

福
澤 

利
彦（
監
事
）

農
業
共
済　
総
共
済
金
額（
補
償
額
）１
兆
３
８
０
２
億
円

収
入
保
険　
８
５
５
経
営
体　
補
償
額
１
０
６
億
円

　
近
年
多
発
す
る
自
然
災
害
や
市
場
価
格
の

低
下
等
、
農
業
経
営
の
リ
ス
ク
に
対
し
、
農

業
共
済
と
収
入
保
険
の
２
事
業
を
両
輪
と
し

て
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
提
供
に
努
め
ま
し

た
。
収
入
保
険
の
問
い
合
わ
せ
窓
口
を
開
設

す
る
と
と
も
に
、
収
入
保
険
・
農
業
共
済
の

未
加
入
者
に
対
す
る
戸
別
訪
問
に
よ
る
推
進

を
展
開
、
特
に
園
芸
施
設
共
済
は
集
団
加
入

に
よ
る
掛
金
等
の
割
引
を
Ｐ
Ｒ
し
推
進
に
努

め
ま
し
た
。

　
農
業
共
済
の
総
共
済
金
額
（
補
償
額
）
は

１
兆
３
８
０
２
億
円
（
前
年
比
96
・
４
％
）、

収
入
保
険
は
８
５
５
経
営
体
の
加
入
と
な
り
、

補
償
額
は
１
０
６
億
円（
前
年
比
１
６
９
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

　
被
害
関
係
で
は
、
春
先
の
凍
霜
害
、
台
風

に
よ
る
風
害
、
特
に
台
風
19
号
に
よ
る
水
害

は
、
東
信
・
北
信
地
域
の
水
稲
、
果
樹
、
園

芸
施
設
等
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

任
意
共
済
を
除
く
支
払
共
済
金
は
16
億
１
３

５
３
万
円
（
前
年
比
１
２
４
・
７
％
）、
任
意

共
済
を
含
め
た
支
払
共
済
金
総
額
は
23
億
６

３
９
４
万
円（
前
年
比
１
５
２
・
０
％
、農
機

具
更
新
満
期
除
く
）
と
な
り
、
そ
の
う
ち
台

風
19
号
で
は
、
任
意
共
済
を
含
め
て
１
５
４

６
戸
、
支
払
共
済
金
は
９
億
５
３
３
３
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

退
任
役
員

新
役
員

紹
介

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案

両
⻆ 

敏
幸（
新
任
）

理
事（
茅
野
市
）

小
口 

利
幸（
再
任
）

副
組
合
長
理
事（
塩
尻
市
）

関
谷 

幸
彦（
新
任
）

理
事（
小
布
施
町
）

滝
澤 

浩
史（
新
任
）

監
事（
麻
績
村
）

羽
田 

健
一
郎（
再
任
）

組
合
長
理
事（
長
和
町
）

貴
舟 

豊（
再
任
）

理
事（
大
桑
村
）

中
村 

靖（
再
任
）

理
事（
長
野
市
）

井
原 

正
人（
新
任
）

代
表
監
事（
長
野
市
）

両
角 

正
芳（
再
任
）

理
事（
立
科
町
）

長
沼 

豊（
新
任
）

理
事（
飯
田
市
）

下
川 

正
剛（
再
任
）

理
事（
白
馬
村
）

甘
田 

清
和（
再
任
）

監
事（
小
諸
市
）

佐
々
木 

勝（
再
任
）

理
事（
佐
久
穂
町
）

髙
木 

繁
雄（
新
任
）

理
事（
南
箕
輪
村
）

中
島 

完
二（
再
任
）

理
事（
安
曇
野
市
）

中
村 

光
男（
新
任
）

常
務
理
事（
長
野
市
）

白
鳥 

孝（
再
任
）

副
組
合
長
理
事（
伊
那
市
）

小
林 

弘
也（
新
任
）

理
事（
松
本
市
）

池
田 
茂（
再
任
）

副
組
合
長
理
事（
中
野
市
）

任
期
：

令
和
２
年
７
月
１
日
～

令
和
５
年
６
月
30
日

令和元年度事業報告

収益と費用の状況（平成31年4月1日から令和２年3月31日まで）
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Ｓ
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間　
俊
信

	

前
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Ｏ
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野 
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近
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幹
雄

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
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長
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野 
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宮
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徳
則

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
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部
長

長 

野 

市	

東
福
寺
一
男

	

前
Ｎ
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Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長 
野 
市	

臼
井　
　
一

	
前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長 

野 

市	
石
坂　
暉
幸

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長 

野 

市	

西
林　
義
裕

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長 

野 

市	

小
林　
一
英

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長 

野 

市	

西　
　
正
男

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長 

野 

市	

宮
澤　
　
茂

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長 

野 

市	

山
口　
庄
一

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長 

野 

市	

徳
武　
文
雄

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長 

野 

市	

峯
村　
元
造

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長 

野 

市	

宮
尾　
穂
幸

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

小 

川 

村	

大
久
保
征
夫

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

小 

川 

村	

松
本　
博
文

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

小 

川 

村	

大
久
保
正
雄

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

小 

川 

村	

松
下　
一
美

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

小 

川 

村	

石
坂　
秀
行

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

小 

川 

村	

望
月　
幸
貴

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

飯 

綱 

町	

安
達　
　
忠

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

飯 

綱 

町	

三
ツ
井
正
晴

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

坂 

城 

町	

赤
池　
忠
一

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

坂 

城 

町	

深
町　
正
義

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
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R e p o r t

収入保険 経営体数（件） 個人（件） 法人（件）

合　　計 1,500 1,414 86

《支出》

2,397,690
合計
《収入》

（単位：千円）

その他の支出 161,591
損害防止費 53,234

損害評価費（報酬・旅費・会議費等）36,695
施設費（リース料・維持経費等）187,694

普及推進費（事業奨励・広報等）100,166
業務費（報酬・システム委託等）147,923
事務費（通信・印刷・消耗品等）137,950

人件費 1,572,437

その他の収入 405,184

事業勘定からの受入
（任意・更新共済事務費）443,468

受取利息 218,400

受託収入（収入保険業務受託） 
42,000

賦課金 116,662

受取補助金 1,171,976

前年度繰越金 0

　
特
定
組
合
化
か
ら
３
年
が
経
過
し
、

組
合
は
新
た
な
展
開
の
時
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。
昨
年
の
第
３
回
通
常
総

代
会
に
お
い
て
、
事
業
の
実
施
体
制

の
改
善
計
画
と
し
て
、
地
域
セ
ン
タ

ー
制
を
廃
止
し
、
10
支
所
体
制
と
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
よ
り
速
い
情
報
の
伝
達

と
共
有
、
意
思
決
定
の
た
め
、
業
務

プ
ロ
セ
ス
を
簡
素
化
し
、
コ
ン
パ
ク

ト
で
機
動
力
の
あ
る
組
織
に
変
革
す

る
こ
と
で
、
農
業
保
険
事
業
の
推
進

機
能
の
強
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　
政
府
は
、
近
年
の
大
型
台
風
、
地

震
や
豪
雪
等
の
自
然
災
害
の
多
発
に

対
し
、
農
業
保
険
の
加
入
拡
大
に
よ

る
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
農

業
生
産
体
制
が
幅
広
く
構
築
さ
れ
る

こ
と
や
農
業
保
険
の
加
入
推
進
、
損

害
防
止
事
業
と
保
険
事
業
の
効
率
的

な
運
営
を
目
指
す
こ
と
を
強
く
求
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
収
入
保
険
に
つ

い
て
は
、
農
業
保
険
法
に
お
い
て
施

行
後
４
年
を
目
途
に
制
度
の
あ
り
方

等
を
検
討
す
る
旨
が
規
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
収
入
減
少
を
補

塡
す
る
機
能
を
有
す
る
同
趣
旨
の
関

連
施
策
を
検
証
し
、
経
営
安
定
制
度

の
機
能
を
集
約
し
た
「
総
合
的
か
つ

効
果
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対

策
」
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
組
合
は
、
農
業
保
険
の
実
施
団
体

と
し
て
引
き
続
き
「
安
心
の
未
来
」

拡
充
運
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

農
業
保
険
関
係
機
関
連
絡
会
議
か
ら

農
業
保
険
推
進
協
議
会
へ
の
移
行
に

よ
り
関
係
機
関
と
の
よ
り
密
接
な
連

携
と
協
力
の
も
と
、
無
保
険
者
を
出

さ
ず
、
す
べ
て
の
農
業
者
に
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
提
供
す
る
た
め
、
次

の
事
項
に
組
織
を
挙
げ
て
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。

⑴
農
業
共
済
事
業
の
推
進

⑵
収
入
保
険
事
業
の
推
進

⑶
損
害
評
価
等
の
適
正
化

⑷
家
畜
診
療
所
の
体
制
整
備

⑸
損
害
防
止
活
動
の
展
開

⑹
農
業
共
済
ニ
ー
ズ
の
調
査
・

　

把
握
・
実
施
検
討

⑺
普
及
広
報
活
動
の
展
開

⑻
組
織
体
制
の
強
化
と
整
備

農作物
水 稲 ａ 2,531,585 21,982,897

麦 ａ 209,963 721,997
合 計 ａ 2,741,548 22,704,894

家畜

死
亡
廃
用
共
済

搾 乳 牛 頭 11,770 2,855,892
繁殖用雌牛 頭 2,702 697,938
育 成 乳 牛 頭 6,481 1,334,103
育成肥育牛 頭 14,893 4,566,019
繁殖用雌馬 頭 22 3,050
育成肥育馬 頭 9 2,045
種 豚 頭 1,334 30,795
肉 豚 頭 2,839 28,390
種 雄 牛 頭 7 4,559
種 雄 馬 頭 3 995
小 計 頭 40,060 9,523,786

疾
病
傷
害
共
済

乳 用 牛 頭 12,677 249,388
肉 用 牛 頭 11,997 111,999
一 般 馬 頭 31 246
種 豚 頭 344 2,402
種 雄 牛 頭 5 215
種 雄 馬 頭 3 63
小 計 頭 25,057 364,313

合 計 頭 65,117 9,888,099

果樹

り ん ご a 155,214 5,225,170
ぶ ど う a 24,903 1,074,071
な し a 14,628 765,974
も も a 6,548 257,811
か き a 2,648 34,265
す も も a 1,880 81,926
合 計 a 205,821 7,439,218

畑作物

大 豆 ａ 111,700 391,257
そ ば ａ 112,145 161,163

蚕　
　
繭

春 蚕 繭 箱 33.50 2,122
初 秋 蚕 繭 箱 27.00 1,338
晩 秋 蚕 繭 箱 31.50 1,962

計 箱 92.00 5,422
合 　 　 計 — 557,842

園芸
施設

ガ ラ ス 室 Ⅱ類 棟 148 511,760

プラスチック
ハ ウ ス

Ⅰ類 棟 1 184
Ⅱ類 棟 17,977 5,338,036
Ⅲ類 棟 242 450,513

Ⅳ類
甲 棟 243 537,068
乙 棟 232 739,338

Ⅴ類 棟 183 430,841
Ⅵ類 棟 1,194 394,706

合 計 棟 20,220 8,402,446

建　物
総 　 　 合 棟 16,200 146,516,586
火 　 　 災 棟 93,075 1,146,248,416
小 　 　 計 棟 109,275 1,292,765,002

農機具
損 害 共 済 台 6,245 13,972,363
更 新 共 済 台 166 400,083
小 計 台 ― 14,372,446

総 合 計 — 1,356,129,947

任 意 共 済 合 計 — 1,307,137,448

制 度 共 済 合 計 — 48,992,499
（注）ラウンドのため小計・計は一致しない場合がある。

共済目的等 本年度計画 共済金額（千円） 共済目的等 本年度計画 共済金額（千円）

（2） 任意共済事業の引受計画
共済目的等 本年度計画 共済金額（千円）

無
保
険
者
を
出
さ
ず
、
す
べ
て
の
農
業
者
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を

提
供
す
る
た
め
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す

新しい体制で令和２年度がスタート

令和2年度 組合基本方針

令和2年度 業務収支予算

（1） 制度共済事業の引受計画
1. 農業共済事業

2. 収入保険事業

令和2年度 事業計画（引受計画と補償額）

収入保険の引受計画

農業共済事業	1兆3,561億円
収入保険事業	 1,500経営体令和2年度目標
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～農業者からのメッセージ～

　

８
年
前
か
ら
ケ
ー
ル
の
栽
培
を

始
め
、
今
で
は
１
㌶
で
年
間
１
万

株
30
ト
ン
を
出
荷
、
そ
の
他
果
樹

や
野
菜
な
ど
を
４
㌶
栽
培
し
て
い

ま
す
。

　
青
汁
用
の
ケ
ー
ル
は
飯
綱
町
で

春
か
ら
11
月
末
ま
で
、
生
食
用
は

長
野
市
で
通
年
栽
培
し
て
い
ま
す
。

完
全
無
農
薬
、
無
化
学
肥
料
で
栽

培
し
て
い
る
の
で
病
虫
害
予
防
が

大
変
で
す
。
栽
培
初
年
度
は
虫
が

付
い
て
し
ま
い
半
分
以
上
被
害
を

受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
以
前
冬
に
青
汁
用
ケ
ー
ル
の
温

度
管
理
が
で
き
ず
寒
さ
に
当
た
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

枯
れ
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
し
た

が
、
気
温
が
上
が
る
と
復
活
し
て

新
芽
が
出
て
き
ま
し
た
。
新
芽
は

苦
味
や
青
臭
さ
が
な
く
甘
み
が
あ

っ
て
美
味
し
く
、
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ

Ｎ
Ｏ
で
販
売
し
て
み
て
も
好
評
で

し
た
。
今
年
は
昨
年
の
３
倍
に
株

数
を
増
や
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
「
雪

姫
」
と
し
て
認
知
度
を
高
め
て
い

き
た
い
で
す
。

　
健
康
食
品
へ
の
注
目
が
集
ま
る

中
、
ケ
ー
ル
の
需
要
も
伸
び
る
と

思
い
ま
す
。
栽
培
品
種
を
増
や
し

た
り
、
収
穫
後
の
茎
を
堆
肥
に
利

用
し
た
り
と
試
行
錯
誤
を
続
け
て

い
ま
す
。

　
開
田
高
原
木
曽
馬
の
里
・
乗
馬

セ
ン
タ
ー
で
場
長
を
務
め
、
木
曽

馬
の
飼
育
や
調
教
を
行
っ
て
い
ま

す
。
同
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
面
積
は

約
50
㌶
で
木
曽
馬
約
40
頭
を
飼
育

し
て
お
り
、
年
間
を
通
し
て
引
き

馬
や
馬
車
な
ど
を
楽
し
め
ま
す
。

　
木
曽
馬
と
い
う
生
き
物
を
扱
う

以
上
、
馬
の
健
康
や
繁
殖
な
ど
に

も
気
を
配
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
現
在
、
木
曽
馬
は
日
本
全
国

で
約
１
４
０
頭
。
基
本
的
な
木
曽

馬
の
毛
色
は
茶
色
っ
ぽ
い「
鹿
毛

（
か
げ
）」で
す
が
、
今
年
３
月
に
、

「
河
原
毛（
か
わ
ら
げ
）」と
呼
ば
れ

る
ク
リ
ー
ム
色
の
毛
を
持
つ
雌
の

子
馬
が
１
頭
生
ま
れ
ま
し
た
。
母

馬
と
合
わ
せ
て
、

全
国
に
木
曽
馬
で

は
４
頭
し
か
い
な

い
貴
重
な
毛
色
で

す
。
生
ま
れ
て
す

ぐ
は
母
馬
の
乳
を

う
ま
く
飲
め
ず
心

配
し
ま
し
た
が
、

今
で
は
元
気
よ
く

乳
を
飲
ん
だ
り
、

草
を
食
べ
た
り
し

て
、
放
牧
場
を
駆

け
回
っ
て
い
ま
す
。

　
木
曽
馬
を
生
き
た
文
化
財
・
民

俗
的
遺
産
と
し
て
後
世
に
残
せ
る

よ
う
保
存
・
育
成
し
、
価
値
を
高

め
て
い
き
た
い
で
す
。

ケール栽培、栽培品種を増やしていきたい

河原毛の子馬すくすく育つ

長野市

有
限
会
社
サ
ン
キ
ュ
ー
フ
ァ
ー
ム

平ひ
ら
や
ま山 

豊と
よ
ふ
み文

さ
ん（
68
歳
）

木曽町

中な
か
が
わ川 

剛た
け
るさ

ん（
43
歳
）

　
い
い
加
減
な
こ
と
ば
か
り
で
特

別
な
こ
と
は
な
に
も
や
っ
て
い
ま

せ
ん
。
長
年
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、

お
か
げ
様
で
大
き
な
災
害
に
遭
う

こ
と
も
な
く
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
農
繁
期
に
は
５
～
６
人
に
頼

ん
で
作
業
の
手
伝
い
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　
私
も
86
歳
で
す
か
ら
、
自
分
よ

り
年
上
で
農
業
を
し
て
い
る
人
が

ま
わ
り
に
誰
も
い
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
区
内
の
農
地
は
ど

ん
ど
ん
耕
作
で
き
な
い

人
が
増
え
て
「
作
っ
て

も
ら
え
な
い
か
」
と
頼

ま
れ
、
年
々
私
が
中
心

と
な
っ
て
作
付
け
す
る

面
積
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
今
年
も
水
稲
21

㌶
で
、
14
㌶
は
乗
用
田

植
え
機
を
使
っ
て
条
植

え
を
し
て
、
７
㌶
は
直

播
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
事
業
で

水
路
も
よ
く
な
り
水
稲

も
作
り
や
す
く
な
っ
た

の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。

稲
作
を
止
め
る
と
元
の

元
気
な
水
田
に
戻
す
の
は
も
っ
と

大
変
で
す
。
体
に
気
を
つ
け
な
が

ら
、
で
き
る
だ
け
土
地
の
保
全
の

た
め
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
群
馬
県
前
橋
市
出
身
で
す
。
東

京
の
大
学
を
卒
業
後
、
15
年
間
会

社
勤
め
を
し
、
夫
の
希
望
で
９
年

前
に
長
野
県
に
移
住
し
ま
し
た
。

　
愛
犬（
さ
す
け
）７
歳
と
一
緒
に
、

自
然
豊
か
な
環
境
で
暮
ら
す
の
も

良
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
も
と

も
と
主
人
が
長
野
県
が
好
き
で
移

住
を
決
め
ま
し
た
。

　
７
年
前
に
土
地
を
借
り
就
農
し

今
日
に
至
り
ま
す
。

　

夫
婦
二
人
で
、
水

稲
１
㌶
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
８
㌃
、
ス
ナ
ッ
プ

エ
ン
ド
ウ
15
㌃
、
ズ

ッ
キ
ー
ニ
60
㌃
、
馬

鈴
薯
５
㌃
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。

　
野
菜
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ａ
に
出
荷
す
る

と
と
も
に
レ
ス
ト

ラ
ン
や
ス
ー
パ
ー

に
卸
売
り
を
す
る

会
社
と
契
約
を
結

ん
で
い
ま
す
。
米

に
つ
い
て
は
、
１

０
０
％
自
分
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
気
象
条

件
が
厳
し
い
こ
と
も
あ
り
、
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
９
棟
を
、
園
芸
施
設
共

済
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
収
入
保

険
に
も
加
入
し
、
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
て
お
り
、
農
業
保
険
に
関

し
て
は
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
ま
す
。

　
二
人
で
で
き
る
規
模
を
無
理
し

な
い
で
作
業
し
、
収
穫
の
喜
び
を

感
じ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

水稲作付増えてもまだまだ頑張る！

二人でできる規模で収穫の喜びを感じたいです!

富士見町

植う
え
ま
つ松 

金か
ね
ほ穂

さ
ん（
86
歳
）

小諸市

石い
し
い井 

恭き
ょ
う
こ子

さ
ん（
46
歳
）

ズッキーニに変えてミニトマトを増やして
いきたい

10月、11月に収穫できる野菜栽培も
視野に入れています

母馬から貴重な毛色を受け継いだ子馬（右）

観光牧場としてお客様のニーズに応えて営業していきます

ブランド「雪姫」として認知度を高めていきたい

ケールの収穫作業

仕事するのは機械。コンバインや畦塗り機を購入しました

まだまだ頑張ります
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気
温
差
が
あ
り
、
水
が
良

い
。
そ
し
て
何
と
言
っ
て
も

同
世
代
の
仲
間
が
い
る
こ
と

が
、
こ
の
地
で
農
業
を
営
ん

で
い
る
理
由
で
す
ね
。

　
出
身
は
松
本
市
で
す
。
農

業
関
係
の
専
門
学
校
を
卒
業

後
、
青
年
海
外
協
力
隊
や
農

業
を
行
っ
て
い
る
会
社
等
に

勤
め
ま
し
た
。
現
在
、
母
の

出
身
地
と
い
う
縁
も
あ
り
上

田
市
武
石
地
区
で
就
農
し
５

年
目
に
な
り
、
水
稲
3.5
㌶
、

玉
ネ
ギ
７
㌃
、
カ
ボ
チ
ャ
25

㌃
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
40
㌃
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

３
年
前
、
建
て
て
間
も
な
い
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
台
風
で
破
損
し

ま
し
た
が
、
園
芸
施
設
共
済
に
加

入
し
て
い
て
助
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
収
入
保
険
に
も
加
入
し
て
い

ま
す
が
、
最
近
の
異
常
気
象
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
、
先
の
見

え
な
い
状
況
の
中
で
安
心
感
を
持

っ
て
農
業
経
営
が
で
き
る
こ
と
は

あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
生
活
面
も

含
め
、
い
ろ
い
ろ
と
助
け
て
い
た

だ
き
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

恩
返
し
の
意
味
で
も
気
の
合
う
仲

間
た
ち
と
と
も
に
こ
の
地
域
を
盛

り
上
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
野
菜
が
好
き
で
、
食
べ
た
人
が

元
気
に
な
る
美
味
し
い
野
菜
作
り

を
し
た
い
思
い
で
埼
玉
県
か
ら
引

越
し
て
き
ま
し
た
。
夫
婦
で
農
業

を
始
め
て
今
年
で
10
年
目
。
2.1
㌶

の
農
地
を
借
り
、
化
学
合
成
農
薬

や
化
学
肥
料
を
使
わ
ず
、
主
に
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
人

参
、
米
、
麦
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
野
菜
作
り
は
、
経
験
と
勘
だ
け

で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の

で
、
毎
年
畑
の
土
壌
分
析
を
し
、

試
行
錯
誤
し
て
作
っ
て
い
ま
す
。

美
味
し
い
作
物
が
で
き
た
時
は
何

よ
り
の
喜
び
で
農
業
の
面
白
い
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
農
閑
期
の
12
月
か
ら
４
月
の
土

曜
日
、「
春
庭
農
園
と
ｕ
ｍ
ａ
ｃ
ｏ

ｐ
ａ
ｉ
ｎ
」
の
お
店
を
開
い
て
い

ま
す
。
自
家
栽
培
の
小
麦
や
野
菜

を
使
用
し
た
こ
だ
わ
り
の
パ
ン
や

お
菓
子
、
人
参
ジ
ュ
ー
ス
や
野
菜

の
ジ
ャ
ム
な
ど
が
並
び
ま
す
。

　
粉
の
風
味
が
す
る
パ
ン
を
目
指

し
、
基
本
的
に
砂
糖
や
油
は
不
使

用
、粉
、酵
母
、塩
、
水
の
み
で
生

地
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
冬
に
こ
れ
ら
を
思
う
存
分
使
用

し
た
パ
ン
を
作
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
て
、
来
期
は
稲
穂
か
ら

麹
菌
を
採
取
し
て
、
一
か
ら
甘
酒

酵
母
を
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

春庭農園とu
う　ま　こ　パ　ン

macopain

仲間たちとともに地域を盛り上げたい！

南箕輪村

大お
お
か
わ川 

卓た
く

さ
ん（
45
歳
）

　
　

 

陽よ
う
こ子

さ
ん（
47
歳
）

上田市

飯い
い
じ
ま島 

正ま
さ
ゆ
き行

さ
ん（
44
歳
）

普段は会えないお客さんに直接お会いできるのが
嬉しいです

生地の発酵に使う酵母も育てています

～農業者からのメッセージ～

　
長
野
県
下
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ

ま
し
と
る
詐
欺
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
警
察
官
等
を
名
乗
り
、「
あ
な
た

の
口
座
が
犯
罪
に
使
わ
れ
て
い
る
。
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
交
換
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
る
の

で
、
暗
証
番
号
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。」な

ど
と
電
話
が
あ
り
、
犯
人
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
渡
し
、
現
金
を
下
ろ
さ
れ
て
し

ま
う
も
の
で
す
。

　
長
野
県
で
は
夏
期
の
冷
涼
な
気
候

を
活
用
し
、
夏
秋
ど
り
作
型
の
野
菜

類
や
花
き
類
の
栽
培
が
盛
ん
で
す
。

一
方
、
夏
秋
ど
り
作
型
で
は
栽
培
期

間
が
さ
ま
ざ
ま
な
害
虫
の
発
生
時
期

と
重
な
る
た
め
、
害
虫
防
除
対
策
で

は
苦
労
し
ま
す
。
ま
た
、
世
代
間
隔

が
短
く
、
発
生
回
数
が
多
い
ハ
ダ
ニ
、

ア
ザ
ミ
ウ
マ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
の

害
虫
で
は
、
薬
剤
主
体
の
防
除
対
策

に
よ
っ
て
薬
剤
抵
抗
性
発
達
の
問
題

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
今
後
も
安
定
し
た
栽

培
を
続
け
る
に
は
、
耕
種
的
防
除
手

段
や
物
理
的
防
除
手
段
を
導
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
害
虫
が
発
生
し
に
く

い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
物
理
的
防
除
手

段
と
し
て
、
施
設
、
雨
除
け
栽
培
に

お
け
る
防
虫
ネ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　
表
１
は
対
象
害
虫
別
の
防
虫
ネ
ッ

ト
の
目
合
い
の
目
安
で
す
。
多
く
の

果
菜
類
や
花
き
類
で
問
題
と
な
る
ア

ザ
ミ
ウ
マ
類
に
対
し
て
は
、
目
合
い

0.5
㎜
以
下
の
防
虫
ネ
ッ
ト
が
必
要
で

す
。
し
か
し
、
県
内
の
夏
秋
ど
り
作

型
の
施
設
、
雨
除
け
栽
培
で
は
、
ハ

ウ
ス
内
の
気
温
上
昇
へ
の
懸
念
か
ら

0.8
～
1.0
㎜
目
合
い
の
防
虫
ネ
ッ
ト
で

さ
え
も
な
か
な
か
導
入
が
進
ま
な
い

状
況
で
す
。

　
一
方
、
近
年
で
は
防
虫
ネ
ッ
ト
の

色
な
ど
を
検
討
し
、
侵
入
防
止
効
果

を
高
め
た
次
の
よ
う
な
資
材
が
開
発

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
赤
色
に
対
す
る
感
度
が
低
い
ア
ザ

ミ
ウ
マ
種
に
対
し
て
目
隠
し
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　
ネ
ギ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
に
対
す
る
効
果

は
高
い
で
す
が
、
ヒ
ラ
ズ
ハ
ナ
ア
ザ

ミ
ウ
マ
や
ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ

マ
に
対
す
る
効
果
は
そ
れ
ほ
ど
高
く

あ
り
ま
せ
ん
（
２
０
１
６
年
京
都
府

農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
）。

　
光
反
射
テ
ー
プ
や
銀
色
糸
が
光
を

乱
反
射
す
る
た
め
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、

ア
ブ
ラ
ム
シ
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
等
の
微

小
害
虫
が
ネ
ッ
ト
を
忌
避
し
ま
す
。

　
網
糸
に
合
成
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
様
物

質
が
練
り
込
ん
で
あ
り
、
害
虫
が
ネ

ッ
ト
を
忌
避
し
ま
す
。

　
県
野
菜
花
き
試
験
場
で
は
、
光
反

射
テ
ー
プ
を
織
り
込
ん
だ
防
虫
ネ
ッ

ト「（
商
品
名
）ス
リ
ム
ホ
ワ
イ
ト
45
」

に
つ
い
て
、
イ
チ
ゴ
や
カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン
の
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
に
対
す
る
効

果
を
実
証
中
で
す
。
目
合
い
が
大
き

く
、
ハ
ウ
ス
内
の
気
温
上
昇
へ
の
悪

影
響
が
小
さ
い
た
め
、
今
後
、
本
県

の
夏
秋
ど
り
作
型
品
目
へ
の
導
入
を

期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

防虫ネットを利用した害虫防除対策

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

ね
ら
っ
た
特
殊
詐
欺
に

注
意

●	

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は

	

「
渡
さ
な
い
。」

●	

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
は

	

「
教
え
な
い
。」

●	

自
宅
の
電
話
は
留
守
番
電
話
に

	

設
定
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

	

残
さ
な
い
人
の
電
話
に
は

	

「
出
な
い
。」

●	

電
話
を

	

「
か
け
直
さ
な
い
。」

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は

No.

1

農
業
技
術
課 

副
主
任
専
門
技
術
員

野
口 

忠
久

対象害虫 防虫ネットの
目合い※

オオタバコガ、モンシロチョウ、
ヨトウガ、ハイマダラノメイガ 2～4mm以下

コナガ、アオムシ、カブラハバチ、
ヨトウムシ 1.0mm以下

キスジノミハムシ、アブラムシ類 0.8mm以下
ハモグリバエ類 0.6mm以下
アザミウマ類 0.5mm以下
コナジラミ類 0.4mm以下
※ほぼ完全に侵入を防止するための目合い

表1　防虫ネット（白色）目合いの目安（東京都農業試験場）

⑵
光
反
射
テ
ー
プ
や
銀
色
糸
を

織
り
込
ん
だ
ネ
ッ
ト

⑴
赤
色
系
ネ
ッ
ト

⑶
害
虫
忌
避
成
分
を
用
い
た

ネ
ッ
ト

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

田植え前のほ場にて

現状の経営規模を維持していければと
考えています

光反射テープ織り込み防虫ネットを
使用したカーネーションハウス

ライポくん
からの

お知らせ
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学
校
給
食
や
イ
ベ
ン
ト
等

が
中
止
に
な
り
、
計
画
ど
お

り
の
出
荷
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
、
補
償
の

対
象
に
な
り
ま
す
か
。

　
入
国
制
限
に
よ
り
外
国
人

技
能
実
習
生
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
作
付
面
積
を

縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
、
補
償
の

対
象
に
な
り
ま
す
か
。

　
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
営
農
計
画
を
変

更
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ

ＱＱ

A

AA

改正ポイント 1

改正ポイント 2

「失火見舞費用
共済金」
の補償拡大

「水道管凍結
修理費用共済金」

の新設

１被災世帯当たり支払額

限度額は変更なし
（１事故につき共済金額の20%限度）

改正後現　行

改正後現　行

50万円20万円

水道管損害も
実費で補償
１事故につき
10万円を限度

凍結による
水道管の
破裂損害は
「対象外」

農業保険のお知らせ

　
自
然
災
害
等
に
よ
り
１
割
を
超
え
る
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
そ
の
都

度
、
速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
保
険
金
等
の
支
払
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
つ
な
ぎ
融
資
を
希
望
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
な
ぎ
資
金
の
貸
付
は
無
利
子
で
行
い
ま
す
の
で
、
事
故

が
発
生
し
て
か
ら
保
険
金
等
を
受
け
る
ま
で
の
運
転
資
金
が
ご
心
配
な
方
は
、

併
せ
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

伴
う
農
業
保
険
の
対
応
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
収
入
保
険
の
保
険

料
等
や
農
業
共
済
の
掛
金
の
支
払
い
が
困
難
で
あ
る
こ
と
の
申
し
出
を
行

っ
て
い
た
だ
い
た
方
は
、
保
険
料
等
の
支
払
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
対
面
で
の
加
入
申
請
手
続
き
が
困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、

電
話
で
の
加
入
申
し
込
み
を
承
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
組
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
故
が
発
生
し
た
ら
、
速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
９
月
２
日
よ
り

園
芸
施
設
共
済
の
補
償
が
さ
ら
に
拡
充

園芸施設共済

建物共済

収入保険
収
入
保
険
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
収
入
減
少
も
補
償
し
ま
す
。

収
入
保
険
は
、
農
業
者
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
よ
る
収
入
減
少
を
補
償
し
ま
す
。

100

0 10 13

（％）

80

60

40

（
補
償
金
額
）

（経過年数）

〈パイプハウス本体の場合〉

現行の復旧費用
補償部分

現行の資産価値に応じた補償部分

耐用年数10年間

①

②

①
補
償
割
合
の
追
加
特
約

　

の
新
設

　
　

現
在
80
％
が
上
限
の
補
償

割
合
を
、
90
％
ま
た
は
１
０

０
％
ま
で
引
き
上
げ
る
特
約

を
新
た
に
設
け
ま
す
。

②
復
旧
費
用
の
補
償
拡
充

　
　

耐
用
年
数
が
過
ぎ
た
施
設

の
復
旧
費
用
に
つ
い
て
も
、

耐
用
年
数
経
過
前
と
同
様
の

補
償
ま
で
引
き
上
げ
ま
す
。

※「
補
償
割
合
の
追
加
特
約
」お
よ

び
「
復
旧
費
用
」
の
加
入
は
棟

ご
と
に
選
択
で
き
ま
す
。

　
　

こ
の
特
約
部
分
の
共
済
掛
金

に
つ
い
て
は
、
国
庫
負
担
が
あ

り
ま
せ
ん
。
全
額
農
家
負
担
と

な
り
ま
す
。

※「
復
旧
費
用
」に
つ
い
て
は
被
覆

材
に
係
る
も
の
は
補
償
の
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

1
「
補
償
割
合
の
追
加
特
約
」が
新
設
さ
れ
、

「
復
旧
費
用
」と
合
わ
せ
て
加
入
す
る
こ
と
で

再
建
築
価
額
ま
で
補
償
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

2
小
さ
な
被
害
を
補
償
で
き
る
よ
う
に

１
万
円
の
損
害
か
ら
共
済
金
が
支
払
わ
れ
る

特
約
が
追
加
さ
れ
ま
す

3
自
分
や
家
族
が
自
力
で
復
旧
し
た
場
合
の

労
務
費
相
当
額
が
共
済
金
と
し
て
支
払
わ
れ
る

仕
組
み
が
導
入
さ
れ
ま
す

掛金が変わらずに２つの補償充実
現在、ご加入されている方で
令和2年4月1日以降の事故から適用されます。

　
現
在
「
３
万
円
ま
た
は
共
済
価
額
の
５
％
」、「
10
万
円
」、「
20

万
円
」、「
50
万
円
」、「
１
０
０
万
円
」
の
う
ち
か
ら
選
択
し
て
い

る
、
小
損
害
不
塡
補
の
額
に
新
た
に
「
１
万
円
」
を
追
加
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
小
さ
な
被
害
で
も
共
済
金
の
支
払
機
会
が
増
加
し

ま
す
。

※
１
万
円
コ
ー
ス
は
小
損
害
不
塡
補
「
３
万
円
ま
た
は
共
済
価
額
の
５

％
」
を
選
択
し
て
い
る
棟
で
、
共
済
価
額
の
５
％
が
１
万
円
を
上
回

る
場
合
の
み
選
択
可
能
で
す
。

※
小
損
害
不
塡
補
の
額
は
棟
ご
と
に
選
択
で
き
ま
す
。

※
１
万
円
コ
ー
ス
に
係
る
掛
金
に
つ
い
て
は
、
国
庫
負
担
が
あ
り
ま
せ

ん
。
全
額
農
家
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
復
旧
費
用
の
共
済
金
は
、
復
旧
に
要
し
た
「
請
求
書
」
ま
た
は

「
領
収
書
」に
基
づ
き
支
払
わ
れ
ま
す
が
、
業
者
に
復
旧
作
業
を
依

頼
せ
ず
自
力
で
復
旧
し
た
場
合
も
労
務
費
相
当
額
が
共
済
金
と
し

て
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
出
荷
先
が
休
業
し
て
し
ま

い
、
営
農
計
画
で
予
定
し
て

い
た
農
産
物
の
栽
培
を
断
念

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
、
補
償
の
対
象

に
な
り
ま
す
か
。
ま
た
、
他

の
品
目
に
変
更
す
る
場
合
、

ど
の
よ
う
な
対
応
に
な
り
ま

す
か
。

　
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
品
目
に
変
更

す
る
場
合
は
、
営
農
計
画
に

新
た
に
栽
培
す
る
品
目
を
追

加
し
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と

で
、
変
更
後
の
品
目
に
お
い

て
も
収
入
減
少
が
発
生
し
た

場
合
、
補
償
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
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工
藤　
和
則（
本
所
監
査
室 

監
査
室
長
）

平
岩　
則
之（
本
所
事
業
部 

事
業
部
長
）

北
村　
純
夫（
本
所
総
務
部 

企
画
情
報
課
長
）

佐
々
木
健
児（
本
所
事
業
部 

収
穫
共
済
課
長
）

宮
澤　
哲
弘（
本
所
事
業
部 

資
産
共
済
課
長
）

太
田　
公
一(

本
所
事
業
部 

収
入
保
険
課
長
）

栁
澤
冨
士
夫（
支
所
長
）

龍
野　
和
男（
支
所
長
）

井
口　
慎
治（
支
所
長
）

荒
木　
初
男（
支
所
長
）

冨
永　
久
夫（
支
所
長
）

田
中　
章
浩（
副
参
事
兼
北
信
地
域
セ
ン
タ
ー
長
）

依
田　
夏
雄（
監
理
室
長
）

竹
内　
　
稔（
事
業
部
長
）

原　
　
　
亨（
東
信
地
域
セ
ン
タ
ー
長
）

三
浦　
善
秀（
東
信
地
域
セ
ン
タ
ー 

上
小
支
所
長
）

井
出　
和
則（
東
信
地
域
セ
ン
タ
ー 

南
佐
久
支
所
長
）

土
屋　
　
要（
東
信
地
域
セ
ン
タ
ー 

更
埴
支
所
長
）

井
出　
良
一（
東
信
地
域
セ
ン
タ
ー 

南
部
家
畜
診
療
所
長
）

宇
佐
見
祐
基（
東
信
地
域
セ
ン
タ
ー 

中
央
家
畜
診
療
所
長
）

広
瀬　
和
彦（
南
信
地
域
セ
ン
タ
ー
長
）

田
中　
　
淳（
南
信
地
域
セ
ン
タ
ー
主
幹
）

中
村　
光
男（
参
事
）

長野県農業共済組合

新
任
職
員
の

紹
介 

（　
）は
出
身
地

諏
訪
支
所

上
小
支
所

北
ア
ル
プ
ス
支
所

安
曇
野
支
所

北
信
支
所

北
信
支
所

下
伊
那
支
所

北
信
支
所

本
所

　
裏
山
の
山
林
整
備
を
行

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
範
囲

を
広
げ
て
、
子
ど
も
の
遊

び
場
に
し
た
い
で
す
。

　
家
の
近
く
を
散
歩
し
て

い
た
ら
、
知
ら
な
か
っ
た

道
を
発
見
し
ま
し
た
。
開

拓
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
時
間
を
増

や
し
ま
し
た
が
、
昔
の
よ

う
に
短
時
間
で
は
痩
せ
ら

れ
な
い
こ
と
が
発
覚
し
ま

し
た
。

　
自
粛
と
い
う
不
自
由
を

体
験
し
、
当
た
り
前
の
生

活
が
幸
せ
だ
っ
た
こ
と
に

気
が
つ
き
ま
し
た
。

　
ひ
と
手
間
掛
け
た
料
理

に
挑
戦
。
少
し
の
手
間
で

も
味
が
全
然
変
わ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。

　
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
ま
っ

た
く
苦
に
な
ら
ず
、
ニ
ー

ト
の
才
能
が
あ
る
こ
と
に

気
が
付
き
ま
し
た
。

　
部
屋
を
整
理
し
て
い
た

ら
、
３
年
前
の
写
真
を
発

見
。
急
激
に
老
け
て
い
る

自
分
に
残
念
。

　
会
え
な
い
友
人
た
ち
と

オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
を
開

催
。
顔
を
見
て
話
を
す
る

良
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
部
屋
の
模
様
替
え
を
し

て
、
最
も
広
く
見
え
る
配

置
を
発
見
し
ま
し
た
。

上
小
支
所

松
塩
筑
支
所

安
曇
野
支
所

北
ア
ル
プ
ス
支
所

北
信
支
所

更
埴
出
張
所

諏
訪
支
所

上
伊
那
支
所

下
伊
那
支
所

佐
久
支
所

本
所

木
曽
支
所

丸
まるやま

山 貴
た か し

志
（伊那市）

松
ま つ お

尾 朱
あ や か

夏
（東御市）

有
あ る が

賀 功
こ う じ

治
（安曇野市）

栁
やなぎさわ

澤  優
ゆたか

（立科町）

新
しんかい

海 健
たけひろ

大
（佐久市）

安
あんどう

藤 靖
やすかず

和
（長野市）

矢
や ざ わ

澤 忠
ただあき

明
（高森町）

新
あ ら い

井 笑
え み か

夏
（長野市）

瀧
たきざわ

澤 祐
ゆ う き

希
（長野市）

　
今
年
度
９
名
の
新
た
な
仲
間
が
増
え
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
県
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
期
間
中
、

何
か
発
見
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
柳
澤
直
樹
さ
ん
は
、
２
０
１
３
年
か
ら

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
管
内
で
イ
チ
ゴ
農
家
に
な
る

た
め
の
研
修
を
受
け
、
２
０
１
５
年
に
就

農
し
ま
し
た
。
松
本
市
の
三
才
山
と
岡
田

と
安
曇
野
市
の
豊
科
田
沢
に
加
え
、
浅
間

温
泉
に
も
イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
、
白

馬
村
に
も
拡
大
予
定
で
す
。

　
浅
間
温
泉
の
わ
い
わ
い
広
場
に
設
置
し

た
イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
で
は
、
近
隣
の
温
泉
水

を
利
用
し
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ー
テ
ン
に
加

え
、
音
楽
を
流
し
な
が
ら
栽
培
す
る
こ
と

に
よ
り
「
音
泉
い
ち
ご
」
と
銘
打
っ
て
同

広
場
内
の
売
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
柳
澤
ご
夫
妻
に
加
え
、
パ
ー
ト
さ
ん
６

人
も
栽
培
に
従
事
し
、
観
光
農
園
を
営
業

し
て
い
る
ほ
か
、
地
元
の
直
売
所
や
旅
館

な
ど
に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
「
イ
チ
ゴ
農
家
と
し
て
の
一
番
の
や
り

が
い
は
ダ
イ
レ
ク
ト
に
消
費
者
か
ら
の
喜

び
の
声
を
貰
う

こ
と
で
す
」
と

柳
澤
さ
ん
。
研

修
当
時
に
、
近

く
に
住
む
子
ど

も
の
「
美
味
し

か
っ
た
」
と
い

う
感
想
を
お
じ

い
ち
ゃ
ん
が
代

筆
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
送
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
、
柳
澤
さ
ん
の

良
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。
夏
季
は

メ
イ
ン
の
商
品
で
あ
る「
信
大
BS
８-

９
」

に
加
え
、
冬
季
は
真
紅
の「
美
鈴
」や「
恋

み
の
り
」
な
ど
近
隣
の
ス
ー
パ
ー
で
は
手

に
入
り
に
く
い
品
種
も
栽
培
し
て
お
り
、

他
県
の
イ
チ
ゴ
農
家
を
視
察
し
積
極
的
に

栽
培
技
術
研
鑽
に
励
む
な
ど
意
欲
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

ハーモニー
農業者とNOSAI職

員の

頓
所　
　
勇（
参
事
）

北
村　
純
夫（
総
務
部
長
兼
企
画
情
報
課
長
）

◆
令
和
２
年
６
月
30
日
付 （　
）は
前
職

◆
令
和
２
年
３
月
31
日
付 （　
）は
前
職

◆
令
和
２
年
７
月
１
日
付 （　
）は
異
動
先

中
村　
和
徳（
支
所
長
）

岩
井　
正
樹（
支
所
長
）

田
中　
一
夫（
支
所
長
）

逸
見　
忠
志（
支
所
長
）

増
田　
善
行（
支
所
長
）

植
田　
雅
夫（
出
張
所
長
）

◆
令
和
２
年
４
月
１
日
付 

人事異動退 職 者

併設の直売所「物産 えんの屋」 ハウス内の作業の様子

ダイレクトに戻ってくる
消費者の喜びの声が
うれしい！

イチゴハウス内の
「音泉いちご」

NOSAIの
担当職員と会話
する柳澤さん

松本市
三才山農園なかや

柳
やなぎさわ

澤 直
な お き

樹さん
　　 　歩

あゆみ

さん

NOSAIながのNOSAIながの 1213



　

春
は
タ
ラ
の
芽
な
ど
の
山
菜
に
始
ま
り
、

夏
は
完
熟
採
れ
た
て
夏
野
菜
、
秋
は
松
茸
な

ど
キ
ノ
コ
に
お
米
、
晩
秋
に
は
白
菜
や
大
根
、

年
末
は
手
作
り
の
正
月
飾
り
な
ど
を
販
売
す

る「
し
の
の
め
の
道
バ
ザ
ー
ル
」。
厳
寒
期
を

除
い
て
営
業
し
て
い
ま
す
。

　
「
他
の
直
売
所
に
比
べ
る
と
規
模
は
小
さ
い
で
す
が
、基
本
的
に
松
本

市
四
賀
で
採
れ
た
地
元
の
農
産
物
の
み
を
取
り
扱
い
、
旬
の
時
期
に
新

鮮
な
状
態
で
販
売
し
て
い
ま
す
」と
代
表
の
本
木
さ
ん
。「
消
費
者
と
生

産
者
の
距
離
が
近
い
の
で
、
意
見
を
直
に
聞
く
こ
と
が
励
み
に
な
り
、

生
産
意
欲
が
わ
き
ま
す
」
と
話
す
。
ま
た
、
お
客
様
と
直
接
顔
を
合
わ

せ
る
こ
と
で
信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
。

　
「
開
店
し
て
30
年
、今
後
も
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
り
、
１
０
０
％
四
賀

地
域
の
も
の
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
『
新
鮮
』『
安
全
』『
安
心
』『
格
安
』

を
モ
ッ
ト
ー
に
、お
客
様
に
寄
り
添
っ
た
販
売
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

■	当選者発表
	 正解者355通の中から抽選の結果、次の方々が
当選されました。おめでとうございます。図書カ
ード（1,000円分）を進呈します。

答え 
Q1 □□□□
Q2 □□

長野市大字中御所
字岡田79-5
　NOSAI長野
          クイズ係

63円切
手をお
貼りく
ださい

〒380-0935
（おもて面）

答え	 Q1 □□□□
	 Q2 □□
郵便番号・住所・氏名・
年齢・電話番号
をご記入ください。
※不思議な体験、おもしろ

エピソードなどおたより
をお待ちしています。

（うら面）

佐久穂町	 篠原　　正さん
小 諸 市	 杉山　和夫さん
佐 久 市	 井出　京子さん
佐 久 市	 小林八代枝さん
立 科 町	 真瀬垣妙子さん
上 田 市	 小林　陸子さん
上 田 市	 田中　宏紀さん
上 田 市	 田中　慶彦さん
長 和 町	 名倉さえ子さん
東 御 市	 依田　恵子さん
東 御 市	 広田　敦弘さん
千 曲 市	 山崎じゅん子さん
千 曲 市	 塚田　昌平さん
坂 城 町	 近藤やえ子さん
伊 那 市	 唐澤　久子さん
飯 島 町	 宮下千代子さん
伊 那 市	 中村　光利さん
富士見町	 鈴木　珠羽さん
豊 丘 村	 原　　和子さん
高 森 町	 松下　宗子さん

飯 田 市	 増田　秀文さん
木 曽 町	 奥原　邦子さん
筑 北 村	 小山　正博さん
朝 日 村	 羽多野美映さん
松 本 市	 犬飼　初子さん
松 本 市	 中野　昌江さん
安曇野市	 野本　豊子さん
安曇野市	 柳沢利栄子さん
池 田 町	 中山登志男さん
池 田 町	 那須　正利さん
松 川 村	 榛葉　　弘さん
中 野 市	 竹内はつ子さん
飯 山 市	 宮﨑ゆかりさん
飯 山 市	 山崎　君春さん
長 野 市	 神戸　重幸さん
長 野 市	 今井　文子さん
長 野 市	 金田　賢一さん
長 野 市	 松木　聡美さん
須 坂 市	 小池　　清さん
飯 綱 町	 渋沢美枝子さん

■応募方法
記入例（ハガキで応募してください）

◆締め切りは、令和2年8月31日（月）必着
●クイズ２問に正解した方の中から抽選で40名
様に図書カード（1,000円分）を進呈します。

●クイズの正解者は秋号の紙面にて発表します。

■	前号の答え 長 野ENO

絶
景
を
堪
能
！
空
中
散
歩

天
龍
峡
大
橋
（
飯
田
市
）

直
売
所
を
通
し
て

地
域
活
性
化

　

夏
に
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
る
な
す
も
、
な

す
麺
に
す
れ
ば
つ
る
っ
と
う
ど
ん
の
よ
う
に

美
味
し
く
い
た
だ
け
ま
す
！
皮
に
は
抗
酸
化

作
用
の
強
い
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
含
ま
れ
て

お
り
、
捨
て
ず
に
盛
り
つ
け
の
ア
ク
セ
ン
ト

に
。
温
か
く
す
る
場
合
、
残
っ
た
ゆ
で
汁
に

め
ん
つ
ゆ
を
入
れ
温
め
て
、
お
好
き
な
具
を

の
せ
あ
ん
か
け
風
に
。
な
す
の
苦
手
な
お
子

様
に
も
お
す
す
め
で
す
！

★材料★（２人分）
なす.....................２本（約350g）
みょうが................................１個
小ねぎ....................................２本
片栗粉....................................60g
オリーブオイル............大さじ２
塩............................................少々
【つゆ】
水..........................................60cc
めんつゆ（3倍濃縮）.....大さじ２
鶏がらスープの素........小さじ１
酢....................................小さじ１
砂糖................................小さじ１
ごま油............................小さじ１

★作り方★
①	【つゆ】の材料を鍋に入れ火にかける。鶏がらスープ
の素が溶けたら火を止めて冷ましておく。

②	材料を切る。なすはへたを取り、皮をむいて細切り
にしたら水に浸す。皮は千切りにして水に浸す。み
ょうがは千切り、小ねぎは小口切りにする。

③	皮の水気を切り、フライパンに油を入れ弱火でパリ
ッとするまで揚げ焼きにしたら、皿に取り塩を振る。

④	鍋に湯を沸かす。なすの水気を切り、袋になすと片
栗粉を入れて口を閉じ、振ってなじませる。

⑤	沸騰した湯の中に④を入れ２〜３分茹でたら、冷水
にとる。水気を切り、器に盛りつけ①・みょうが・③・
小口ねぎをちらしてできあがり。

温でも冷でも！
つるるん★

なす麺
天龍峡大橋

天竜舟下り
弁天港

弁天橋

水神橋

天
竜
川

151

153

256

飯田ＩＣ

天龍峡ＩＣ 千代ＩＣ

龍江ＩＣ

飯田上久堅・
喬木富田IC 

天竜峡温泉

ひさかた温泉

久米川温泉
宝乃湯

天竜峡駅

川路駅

時又駅

駄科駅

毛賀駅

伊那八幡駅

千代駅

天竜舟下り
時又港

開善寺

天竜川総合学習館
かわらんべ

飯
田
線

中央自動車道

三遠南
信自
動車
道

しののめの道バザール  代表

本
も と き

木 泉
せ ん い ち ろ う

一郎さん（78歳）

■しののめの道バザール
松本市刈谷原町399-3
交通／豊科田沢方面から刈谷原
　　　トンネルを抜けてすぐ
営業日時／毎週水・土曜日 
　　　　　7:30～15:00

野菜ソムリエプロ・フードスタイリング＆
フォトグラファー
綿貫 みどり

　
令
和
元
年
11
月
に
開
通
し
た
三
遠
南
信
自
動
車
道
の

天
龍
峡
大
橋（
延
長
２
８
０
ｍ
、
高
さ
80
ｍ
）は
、
名
勝

天
龍
峡
の
南
端
部
に
架
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
橋
の
曲
線

の
車
道
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ハ
ン
ド
ル
と
呼
ば
れ
る
形
の
ア

ー
チ
を
組
み
合
わ
せ
た
造
形
は
、
全
国
的
に
も
例
が
な

い
こ
の
橋
独
自
の
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
橋
の
上
部
は
自
動
車
専
用
の
た
め
に
自
動
車

し
か
通
行
で
き
ま
せ
ん
が
、
橋（
車
道
）の
下
に
は
、
併

設
さ
れ
た
遊
歩
道「
そ
ら
さ
ん
ぽ
天
龍
峡
」が
あ
り
、
名

勝
天
龍
峡
の
眺
め
と
と
も

に
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
や
天
竜
ラ

イ
ン
下
り
、
中
央
ア
ル
プ

ス
、
三
遠
南
信
の
山
々
、

南
北
に
流
れ
る
天
竜
川
を

眺
め
な
が
ら
空
中
散
歩
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

愛知県出身。13年前信州に
移り住み、信州野菜の美味
しさに感動したことがきっ
かけで、食に関する資格を
いくつか取得。料理や写真
を通して、「畑から食卓まで
を笑顔でつなぐ」をモットー
に日々活動しております。

■そらさんぽ天龍峡通行可能時間
　３月～10月／6:30～18:00
　11月～２月／7:30～16:30
　（気象条件、都合によっては変更になる
　 場合があります）
■お問い合わせ先
　天龍峡温泉観光協会（天龍峡観光案内所）
　TEL.0265-27-2946
■交通アクセス
　三遠南信自動車道 天龍峡IC降りてすぐ
　JR飯田線天竜峡駅下車 徒歩10〜15分

クイズは２問あります。
文字を組み合わせて言葉を完成させてください。

個人情報の取扱い・
注意事項について
●ご記入いただいた個人情報は、
長野県農業共済組合（ＮＯＳＡＩ
長野）が適切に管理いたします。
賞品の発送、広報紙への当選者
発表、読者の声の掲載のために
ご記入いただくもので、それ以
外の目的で個人情報を利用した
り、第三者への提供・開示をし
たりすることは一切ありません。
●ご応募に際しては、個人情報
の提供に同意した上でご応募く
ださい。●賞品または抽選や当
選に関するご質問は受け付けて
おりません。

NOSAIながのNOSAIながの 1415



NOSAI長野からのお知らせ

このパンフレットは、見やすいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

発行日／2020年7月10日
■編集・発行
長野県農業共済組合（NOSAI長野）
〒380-0935 長野市大字中御所字岡田79-5
TEL.026-217-5800  FAX.026-217-5816
https://www.nosai-nagano.or.jp/

　クイズの答え合わせをしていましたが、組合員の皆様の
前向きなメッセージに勇気づけられました。　　　　（Ｓ）
　広報紙のデザインを変えました。引き続きよろしくお願
いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（M）

編集後記

読 者 の みなさん のお声

職
員
募
集
案
内 

◆
令
和
３
年
４
月
採
用

農
業
共
済
新
聞
お
試
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。

◆
募
集
す
る
職
種
／
一
般
職

　
（
農
業
保
険
法
に
基
づ
く
業
務
）

◆
採
用
予
定
人
員
／
若
干
名

◆
応
募
資
格

　
１	

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
か
つ
令
和
３
年
３
月
31
日

ま
で
に
短
大
・
専
門
学
校
以
上
を
卒

業
又
は
卒
業
見
込
み
の
人

　

２	

普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者
、
又

は
採
用
時
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

　
３	

長
野
県
内
に
居
住
、
又
は
居
住
見
込

み
の
人

◆
申
込
み
方
法

　
１	

受
付
期
間
：
令
和
２
年
８
月
11
日
〜

	

９
月
11
日

　
　

	

受
付
場
所
：
長
野
県
農
業
共
済
組
合

総
務
部
総
務
課

　

２	

受
付
時
間
：
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

	

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
３	

提
出
書
類
：
履
歴
書
（
市
販
の
も
の

で
自
筆
、写
真
添
付
、勤
務
経
歴
書
）

を
郵
送
ま
た
は
持
参
（
履
歴
書
は
返

却
し
ま
せ
ん
）

◆
試
験
方
法

　
《
第
一
次
試
験
（
筆
記
）》

　
１	

①
日
時
：
令
和
２
年
９
月
26
日
㈯

	

　
午
後
１
時
〜
５
時
頃
ま
で

　
　

	　
会
場
：
長
野
県
農
業
共
済
組
合

	

　
松
塩
筑
支
所
及
び
本
所

　
　

	

②
日
時
：
令
和
２
年
９
月
27
日
㈰

	

　
午
後
１
時
〜
５
時
頃
ま
で

　
　

	　
会
場
：
長
野
県
農
業
共
済
組
合

	

　
佐
久
支
所
及
び
上
伊
那
支
所

　

２	

試
験
内
容
：
一
般
教
養
試
験
、
適
性

試
験
、
論
文
試
験

　
３	

対
象
者
：
書
類
選
考
を
通
過
し
た
者

　
《
第
二
次
試
験
（
面
接
）》

　
１	
期
日
：
令
和
２
年
10
月
25
日
㈰

　

２	
会
場
：
長
野
県
農
業
共
済
組
合
本
所

　
３	

対
象
者
：
第
一
次
試
験
の
合
格
者

◆
合
格
発
表
／
11
月
５
日
㈭

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］

長
野
県
農
業
共
済
組
合
総
務
部
総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
６
－
２
１
７
－
５
８
０
０

※�

募
集
要
項
及
び
詳
細
の
内
容
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
お
知
ら
せ
」の「
職
員
募
集
要

項
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
農
政
の
動
向
や
農
業
保
険
制
度
の
わ
か
り
や
す
い
解
説
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
農
業
共
済
新
聞
。
毎
週
水
曜
日
、
月
４
回

の
発
行
で
す
。
お
申
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
２
ヵ
月
間
無
料
で

お
読
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
購
読
を
ご
希
望
の
方
は
左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

長
野
県
農
業
共
済
組
合  

総
務
部
企
画
情
報
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
６
－
２
１
７
－
５
８
０
４

●	目に見えないウイルスとの闘い、ONE地球になって
ほしいですネ。	 佐久市 Ｋさん

●	布マスクの手作りでゴムの在庫切れもちらほら。古いく
つ下の足首の部分を切って代用したり、使い捨てマスク
のゴムを再利用したり…。これまたビックリで脱帽で
す。生きる力とはこういうことです。	 小諸市 Ｔさん

●	久々にミシンを出し、休校中の孫とマスク作りをしま
した。	 上田市 Ｍさん

●	親類が台風で水害に遭い、手伝いに行きました。「ONE 
NAGANO」応援します。	 千曲市 Ｋさん

●	昨年、主人が長野市に３回災害復興ボランティアに行
きました。コロナが早く終息してほしいですね。

	 	 箕輪町 Ｍさん
●	孫が５人います。我が家にきて、ばあばの手料理を「お
いしいね！」とほめられ嬉しくなって、また、作ってお
ります。	 伊那市 Ｔさん

●	婆ちゃんが昔、梨とリンゴを作っていてよく食べまし
た。「リンゴ１個医者いらずだ」と食べさせられました。
今年は長野市のリンゴをいっぱい買って食べようと
思います。	 飯島町 Ｍさん

●	「明けない夜はない」昔の労働者のうたい文句でした。
今、コロナでそんな気分を思い出しています。

	 	 喬木村 Ⅰさん
●	今年は、雪も少なく畑作業が早めにできました。野菜
を早目に植えて、たくさん新鮮野菜を食べたいです。

	 	 松川村 Ｈさん
●	私はまだ14歳で農業のことはあまりわかりませんが、
「NOSAIながの」を見て、少しでも農業のことを知れ
たらいいなと思います。	 山ノ内町 Ａさん

●	マスクは水害被災時に多くの方から援助物資としてい
ただき、大切に使い、また保管しています。我が家は
大事に使っています。	 長野市 Ｈさん

全国の農家を結ぶ定期便
…農業共済新聞


